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2) 脊髄投射例:椎J3切除後，硬膜切聞を行わずに，排腹筋に到る脊髄内神経線維群の存在する第 1 腰









2) 内包投射例: 2.5秒以下の投射では，対側前肢の総~上伸筋誘発筋電図は消失しない。 3.5秒以上の投射
では，筋電図は消失し再ぴ、現われなし "\0 即ち， 内包の運動神経線維群の刺激伝導機能は，約3.5秒以上の
投射で消失する。
3) 第 1 腰髄投射例: 3.5秒以下の投射では，肱腹筋誘発筋電図は消失しない。 4 秒以上の投射では筋電
図は消失し，再び現われない。即ち，排腹筋に到る脊髄肉神経線維群の刺激伝導機能は，約 4 秒以上の投
射により消失する。
4) 第 2 腰髄より第 1 仙髄投射例: 2 秒投射では，排腹筋誘発筋電図は消失しな ~"\o 2.5秒投射では筋電
図は消失し，再び現われない。即ち， MF腹筋支配の前角細胞群とその密接部の被刺激牲は，約2.5秒以上
の投射により消失する D





ち，大脳皮質の運動領野の神経細胞群とその密接部は， 投射時間約 3 秒， 内包の運動神経線維者・は約3.5















2) 脊髄投射例:椎弓切除後硬膜を切開せずに，排腹筋に到る脊髄内神経線維群の存在する第 1 腰髄叉










2) 内包投射例: 3.5秒以上の投射で，総監伸筋誘発筋電図は消失し， 内包の運動神経線維群の刺激伝導
機能は消失する。
3) 第 1 腰髄投射例: 4 秒以上の投射で，排腹筋誘発筋電図は消失し，排腹筋に到る脊髄内運動神経線維
群の刺激伝導機能は消失する。
4) 第 2 腰髄より第 1 仙髄投射例: 2.5秒以上の投射で，排腹筋誘発筋電図は消失し，排腹筋支配の前角
細胞群とその密接部の被刺激性は消失する。





質の運動領野の運動神経細胞群とその密接部は，投射時間約 3 秒， 内包の運動神経線維群は約3.5秒，第
1 腰髄部に於げる脊髄内運動神経線維群は約 4 秒，脊髄前角細胞群は約2.5秒，坐骨神経幹は約 8秒の投
射で，被刺激性叉は刺激伝導機能を失う口従って，神経線維群は神経細胞群よりも集束超音波に対して抵
抗性が梢々大きく，末梢神経は最も抵抗性が大きい口この事実より集束超音波は，脳腫虜その他の病変を
外科的に破壊する必要がある時に応用し得る可能性を示すものである。
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